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参考資料2平成１７年台風１４号による九州土砂災害調査速報

１．調査概要
� 調査主体 東京大学廣井研究室：

国土交通省

� 調査期間 平成１７年１１月１４日（月）～２２日（火）：

� 調査方法、調査数：面接法により３７５票回収（調査対象数：３９９）
うち鹿児島県 ７７票

宮崎県 ２００票
大分県 ９８票

２．調査結果概要
（Ｑ８）� 土砂災害の被災箇所での避難率について

→自主避難でも避難率は比較的高かった
・全体平均で45.3％の世帯が自宅を離れて避難した。
・高千穂町、椎葉村、山之口町で避難率が特に高かった。

（Ｑ８－付問１）� 災害前に避難した場所はどこか
→避難場所は６割が公的避難場所
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三股町切寄地区（地滑り）

由布市下湯平地区（土石流）

竹田市荻町南河内地区（土石流）

そのとき居た建物を離れて避難した        

そのとき居た建物の２階、３階などに避難した                  

避難しなかった      
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� 災害前に避難したきっかけは何か（Ｑ８－付問４）
→行政の説得が避難につながった

� 災害前に役場の自主避難の呼びかけを聞いたか（Ｑ７）
→避難率の高い高千穂、椎原、山之口では行政から直接、自主避難勧告を聞
いた人が多い。

・一方避難率の低い竹田では直接聞いた人はいない。
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高千穂町土呂久・南地区（土石流）

椎葉村上椎葉地区（崖崩れ）

山之口町五反田地区（崖崩れ）

三股町切寄地区（地滑り）

由布市下湯平地区（土石流）

竹田市荻町南河内地区（土石流）

防災無線（オフトーク）の戸別受信機で聞いた                  
防災無線の屋外拡声器で聞いた            
広報車で聞いた      
役場・消防・警察の人から直接聞いた      
人づてに聞いた      
その他の手段を通じて聞いた              
聞かなかった        
呼びかけは聞いたが、自主避難の呼びかけとは思わなかった      
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役場・消防・警察の人から勧められて

自宅では危険だと思ったので

役場の自主避難の呼びかけがあったから

家族に避難を勧められて

大雨の時はいつも避難しているから

近所の人から勧められて

一人では不安だったから

がけや地盤の様子に異常（土砂の崩落、出水など）を感じたから

川の水位が高くなってきたから

高齢者や体の不自由な者がいたので早めに避難した

その他

　無回答
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� 建物の外に避難しなかったのはなぜか（Ｑ８－付問５）
→自宅は安全だ、との認識が避難を妨げた

（ ）� どのような場所だったら避難する気になったかと思うか Ｑ８－付問６
→近所の被災情報が避難を促進する可能性
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自宅にいたほうが安全だと思ったから

正式な避難勧告・避難指示が出ていなかったから

これまで土砂崩れが起きたことがなかったので安全だと思ったから

災害が起こるような大した雨ではないと思ったから

指定されている避難場所が遠いから

避難しようと思ったときは、危険で避難できなかったから

年寄りや乳幼児・体の不自由な人がいたから

直接避難を呼びかける人や迎えに来る人がいなかったから

避難する車がなかったから

家族がそろわなかったから

以前避難したが、災害がなかったから

その他

　無回答
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近所で災害が起きているのがわかっていたら

避難場所が安全な場所にあったら

まだ明るいうちで雨も激しくない頃に避難を呼びかけられていたら

近くの市町村で災害が起きているのがわかっていたら

避難路が安全だったら

避難場所で災害情報や行政からの情報を見ることができれば

車で安全に避難できたら

どうあろうと避難する気にはならなかったと思う

避難場所に毛布、お茶、シャワーなどがそろっていたら

避難場所に近所の人たちが集まっているとわかっていたら

上記以外の条件の場合は具体的に記述して下さい

無回答
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� 自宅付近は土砂崩れの危険がある場所だと思っていたか（Ｑ１８）
→避難率の高い地域では、自宅付近が危険だと認識していた

� 土砂災害前、どのような現象を直接見たり聞いたりしたか（Ｑ１０）
→見聞きされた前兆現象は次のグラフのとおり
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垂水市新御堂上新御堂地区（土石流）

高千穂町土呂久・畑中地区（崖崩れ）

高千穂町土呂久・南地区（土石流）

椎葉村上椎葉地区（崖崩れ）

山之口町五反田地区（崖崩れ）

三股町切寄地区（地滑り）

由布市下湯平地区（土石流）

竹田市荻町南河内地区（土石流）
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川の水が異常に濁っているのを見た

川に石が流れていくのを見た

川に流木が流れていくのを見た

ゴーッという地鳴りを聞いた

崖から水が湧き出ていた

崖から小石がぱらぱらと落ちていた

雨が降っているのに、川の水が急に減っていくのを見た

腐った土や、きな臭いにおいがした

崖に割れ目が見えた

崖から木の根の切れる音がした

その他

　無回答



- 5 -

� 災害前、前兆現象らしいものが起こることを知っているか（Ｑ１１）
→住民が知っていた前兆現象の種類は次のグラフのとおり

以上
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川の水が異常ににごる

崖のいろいろなところから水が湧き出る

ゴーッという地鳴りがする

崖から異常に小石がぱらぱら落ちる

崖に急に割れ目ができる

雨が降っているのに、川の水が急に減っていく

腐った土や、きな臭いにおいがする

崖から木の根の切れる音がする

その他

　無回答


